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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　半導体発光素子と、
　上記半導体発光素子からの光を蛍光体に照射して発せられる蛍光により光源光を生成す
る蛍光生成手段と、
　画像信号を入力する入力手段と、
　上記蛍光生成手段で得た蛍光を用い、上記入力手段で入力した画像信号に応じた光像を
形成して投影する投影手段と、
　上記蛍光生成手段近傍の温度を検出する温度検出手段と、
　上記蛍光体の温度に対応する発光輝度の低下度合を示す情報を記憶する記憶手段と、
　上記温度検出手段が検出する温度と、上記記憶手段が記憶する情報とに基づき、上記投
影手段で投影する光像の階調を補正する画像補正手段と
を具備し、
　上記蛍光生成手段は、上記半導体発光素子からの光を蛍光体に照射して発せられる蛍光
により光源光を生成する蛍光領域及び上記半導体発光素子からの光を拡散透過させる拡散
透過領域を有するカラーホイールである
ことを特徴とする投影装置。
【請求項２】
　上記蛍光生成手段は、複数色の蛍光を時分割で生成し、
　上記記憶手段は、上記複数の蛍光体の温度に対応する発光輝度の低下度合を示す情報を
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記憶し、
　上記画像補正手段は、上記温度検出手段が検出する温度と、上記記憶手段が記憶する複
数の色毎の情報とに基づき、上記投影手段で投影する光像の階調を補正する
ことを特徴とする請求項１記載の投影装置。
【請求項３】
　上記投影手段は、上記蛍光生成手段で得た蛍光、及び上記半導体発光素子が発する光を
時分割で用いて、上記入力手段で入力した画像信号に応じた光像を形成して投影し、
　上記画像補正手段は、上記温度検出手段が検出する温度と、上記記憶手段が記憶する複
数の色毎の情報とに基づき、上記蛍光生成手段で得た蛍光を用いた光像の形成タイミング
に合わせて上記投影手段で投影する光像の階調を補正する
ことを特徴とする請求項１または２記載の投影装置。
【請求項４】
　上記画像補正手段は、上記温度検出手段が検出する温度と、上記記憶手段が記憶する情
報とに基づき、本来の階調に対する補正階調の変換テーブルを作成し、作成した変換テー
ブルを参照して上記投影手段で投影する光像の階調を補正することを特徴とする請求項１
～３何れか記載の投影装置。
【請求項５】
　上記画像補正手段は、上記温度検出手段が検出する温度と、上記記憶手段が記憶する情
報とに基づき、階調のガンマ値を補正することを特徴とする請求項１～４何れか記載の投
影装置。
【請求項６】
　上記画像補正手段は、上記蛍光領域により発光される色の画像の表示階調を、上記拡散
透過領域を透過する色の画像との色バランスをとるように補正することを特徴とする請求
項１～５何れか記載の投影装置。
【請求項７】
　上記画像補正手段は、上記蛍光領域により発光される色の画像の表示階調を、上記拡散
透過領域を透過する色の画像側の階調に合わせるように補正することを特徴とする請求項
６記載の投影装置。
【請求項８】
　半導体発光素子、上記半導体発光素子からの光を蛍光体に照射して発せられる蛍光によ
り光源光を生成する蛍光生成部、画像信号を入力する入力部、及び上記蛍光生成部で得た
蛍光を用い、上記入力部で入力した画像信号に応じた光像を形成して投影する投影部を備
えた装置での投影方法であって、
　上記蛍光生成部近傍の温度を検出する温度検出工程と、
　上記蛍光体の温度に対応する発光輝度の低下度合を示す情報を記憶する記憶工程と、
　上記温度検出工程で検出する温度と、上記記憶工程で記憶する情報とに基づき、上記投
影部で投影する光像の階調を補正する画像補正工程と
を有し、
　上記蛍光生成部は、上記半導体発光素子からの光を蛍光体に照射して発せられる蛍光に
より光源光を生成する蛍光領域及び上記半導体発光素子からの光を拡散透過させる拡散透
過領域を有するカラーホイールである
ことを特徴とする投影方法。
【請求項９】
　半導体発光素子、上記半導体発光素子からの光を蛍光体に照射して発せられる蛍光によ
り光源光を生成する蛍光生成部、画像信号を入力する入力部、及び上記蛍光生成部で得た
蛍光を用い、上記入力部で入力した画像信号に応じた光像を形成して投影する投影部を備
えた装置が内蔵するコンピュータが実行するプログラムであって、
　上記コンピュータを、
　上記蛍光生成部近傍の温度を検出する温度検出手段、
　上記蛍光体の温度に対応する発光輝度の低下度合を示す情報を記憶する記憶手段、及び
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　上記温度検出手段で検出する温度と、上記記憶手段で記憶する情報とに基づき、上記投
影部で投影する光像の階調を補正する画像補正手段
として機能させ、
　上記蛍光生成部は、上記半導体発光素子からの光を蛍光体に照射して発せられる蛍光に
より光源光を生成する蛍光領域及び上記半導体発光素子からの光を拡散透過させる拡散透
過領域を有するカラーホイールである
ことを特徴とするプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、蛍光体にレーザ光を照射して得られる蛍光を光源に用いるデータプロジェク
タ装置等の投影装置、投影方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　ビーム光を照射した蛍光体層からの励起光を光源として用いる投影装置において、ビー
ム光による励起源を高出力化しても該蛍光体層の熱的損傷を大幅に低減することを目的と
した技術が考えられている。（例えば、特許文献１）
　この特許技術では、蛍光体層を形成した蛍光体ホイール及びそのモータを機構的に揺動
することで、ビーム光が照射される蛍光体ホイールの周上の位置を、相対的に蛍光体ホイ
ールの径方向で変化させ、結果として照射されるビーム光の位置を分散させることにより
、蛍光体層の面積を有効に活用して同一径上の蛍光体層のみが熱的損傷を受けるのを回避
する。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２０１０－１６４８４６号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　上記特許文献の技術に記載される如く、高出力のビーム光の照射により所望の波長帯域
の蛍光を発するように形成された蛍光体層は、熱的な影響を受け易い環境にある。回転す
るホイールに形成された蛍光体層が焼損や剥離といった明らかな損傷に至った場合には、
その時点で正常なカラー画像の投影が不可能となる。
【０００５】
　また、そのような事態に至る前でも、ビーム光が照射される蛍光体の位置においては、
周囲に比して温度が上昇する。そして、温度が上昇した蛍光体は、温度が上昇していない
常温の蛍光体に比して、ビーム光の照射により発する蛍光の輝度が低下する。
【０００６】
　この点は、蛍光体の温度が上昇するほどに顕著となり、且つ使用する蛍光体の色によっ
てその度合が異なる。そのため、上記特許文献に記載された技術のように複数色の蛍光体
を使用する装置では、蛍光体の温度が上昇するに連れて投影する投影画像の色バランスが
崩れるという不具合が生じる。
【０００７】
　本発明は上記のような実情に鑑みてなされたもので、その目的とするところは、ビーム
光が照射される蛍光体からの蛍光を光源に使用する装置で、蛍光体の温度に応じた発光特
性の変化を考慮し、正しい色バランスを維持することが可能な投影装置、投影方法及びプ
ログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　請求項１記載の発明は、投影装置であって、半導体発光素子と、上記半導体発光素子か
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らの光を蛍光体に照射して発せられる蛍光により光源光を生成する蛍光生成手段と、画像
信号を入力する入力手段と、上記蛍光生成手段で得た蛍光を用い、上記入力手段で入力し
た画像信号に応じた光像を形成して投影する投影手段と、上記蛍光生成手段近傍の温度を
検出する温度検出手段と、上記蛍光体の温度に対応する発光輝度の低下度合を示す情報を
記憶する記憶手段と、上記温度検出手段が検出する温度と、上記記憶手段が記憶する情報
とに基づき、上記投影手段で投影する光像の階調を補正する画像補正手段とを具備し、上
記蛍光生成手段は、上記半導体発光素子からの光を蛍光体に照射して発せられる蛍光によ
り光源光を生成する蛍光領域及び上記半導体発光素子からの光を拡散透過させる拡散透過
領域を有するカラーホイールであることを特徴とする。
【０００９】
　請求項２記載の発明は、上記請求項１記載の発明において、上記蛍光生成手段は、複数
色の蛍光を時分割で生成し、上記記憶手段は、上記複数の蛍光体の温度に対応する発光輝
度の低下度合を示す情報を記憶し、上記画像補正手段は、上記温度検出手段が検出する温
度と、上記記憶手段が記憶する複数の色毎の情報とに基づき、上記投影手段で投影する光
像の階調を補正することを特徴とする。
【００１０】
　請求項３記載の発明は、上記請求項１または２記載の発明において、上記投影手段は、
上記蛍光生成手段で得た蛍光、及び上記半導体発光素子が発する光を時分割で用いて、上
記入力手段で入力した画像信号に応じた光像を形成して投影し、上記画像補正手段は、上
記温度検出手段が検出する温度と、上記記憶手段が記憶する複数の色毎の情報とに基づき
、上記蛍光生成手段で得た蛍光を用いた光像の形成タイミングに合わせて上記投影手段で
投影する光像の階調を補正することを特徴とする。
【００１１】
　請求項４記載の発明は、上記請求項１～３何れか記載の発明において、上記画像補正手
段は、上記温度検出手段が検出する温度と、上記記憶手段が記憶する情報とに基づき、本
来の階調に対する補正階調の変換テーブルを作成し、作成した変換テーブルを参照して上
記投影手段で投影する光像の階調を補正することを特徴とする。
【００１２】
　請求項５記載の発明は、上記請求項１～４何れか記載の発明において、上記画像補正手
段は、上記温度検出手段が検出する温度と、上記記憶手段が記憶する情報とに基づき、階
調のガンマ値を補正することを特徴とする。
　請求項６記載の発明は、上記請求項１～５何れか記載の発明において、上記画像補正手
段は、上記蛍光領域により発光される色の画像の表示階調を、上記拡散透過領域を透過す
る色の画像との色バランスをとるように、補正することを特徴とする。
　請求項７記載の発明は、上記請求項６記載の発明において、上記画像補正手段は、上記
蛍光領域により発光される色の画像の表示階調を、上記拡散透過領域を透過する色の画像
側の階調に合わせるように補正することを特徴とする。
【００１３】
　請求項８記載の発明は、投影方法であって、半導体発光素子、上記半導体発光素子から
の光を蛍光体に照射して発せられる蛍光により光源光を生成する蛍光生成部、画像信号を
入力する入力部、及び上記蛍光生成部で得た蛍光を用い、上記入力部で入力した画像信号
に応じた光像を形成して投影する投影部を備えた装置での投影方法であって、上記蛍光生
成部近傍の温度を検出する温度検出工程と、上記蛍光体の温度に対応する発光輝度の低下
度合を示す情報を記憶する記憶工程と、上記温度検出工程で検出する温度と、上記記憶工
程で記憶する情報とに基づき、上記投影部で投影する光像の階調を補正する画像補正工程
とを有し、上記蛍光生成部は、上記半導体発光素子からの光を蛍光体に照射して発せられ
る蛍光により光源光を生成する蛍光領域及び上記半導体発光素子からの光を拡散透過させ
る拡散透過領域を有するカラーホイールであることを特徴とする。
【００１４】
　請求項９記載の発明は、半導体発光素子、上記半導体発光素子からの光を蛍光体に照射
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して発せられる蛍光により光源光を生成する蛍光生成部、画像信号を入力する入力部、及
び上記蛍光生成部で得た蛍光を用い、上記入力部で入力した画像信号に応じた光像を形成
して投影する投影部を備えた装置が内蔵するコンピュータが実行するプログラムであって
、上記コンピュータを、上記蛍光生成部近傍の温度を検出する温度検出手段、上記蛍光体
の温度に対応する発光輝度の低下度合を示す情報を記憶する記憶手段、及び上記温度検出
手段で検出する温度と、上記記憶手段で記憶する情報とに基づき、上記投影部で投影する
光像の階調を補正する画像補正手段として機能させ、上記蛍光生成部は、上記半導体発光
素子からの光を蛍光体に照射して発せられる蛍光により光源光を生成する蛍光領域及び上
記半導体発光素子からの光を拡散透過させる拡散透過領域を有するカラーホイールである
ことを特徴とする。
【発明の効果】
【００１５】
　本発明によれば、ビーム光が照射される蛍光体からの蛍光を光源に使用する装置で、蛍
光体の温度に応じた発光特性の変化を考慮し、概ね正しい色バランスを維持することが可
能となる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】本発明の一実施形態に係るデータプロジェクタ装置の概略機能構成を示すブロッ
ク図である。
【図２】同実施形態に係る図１のカラーホイール及びモータの外観構成を示す斜視図であ
る。
【図３】同実施形態に係る投影動作時の主として階調制御に関する処理内容を示すフロー
チャートである。
【図４】同実施形態に係る温度に依存する赤色及び緑色の各蛍光体の発光輝度特性を例示
する図である。
【図５】同実施形態に係る階調変換の例を示す図である。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下本発明をＤＬＰ（Ｄｉｇｉｔａｌ　Ｌｉｇｈｔ　Ｐｒｏｃｅｓｓｉｎｇ）（登録商
標）方式のデータプロジェクタ装置に適用した場合の一実施形態について図面を参照して
説明する。
【００１８】
　図１は、本実施形態に係るデータプロジェクタ装置１０の概略機能構成を示すブロック
図である。　
　入力部１１は、例えばピンジャック（ＲＣＡ）タイプのビデオ入力端子、Ｄ－ｓｕｂ１
５タイプのＲＧＢ入力端子などにより構成される。入力部１１に入力された各種規格のア
ナログ画像信号は、入力部１１でデジタル化された後に、システムバスＳＢを介して画像
変換部１２に送られる。
【００１９】
　画像変換部１２は、一般にスケーラとも称され、入力される画像データを投影に適した
所定のフォーマットの画像データに統一して投影画像駆動部１３へ送る。
【００２０】
　この際、ＯＳＤ（Ｏｎ　Ｓｃｒｅｅｎ　Ｄｉｓｐｌａｙ）用の各種動作状態を示すシン
ボル等のデータも必要に応じて画像変換部１２により画像データに重畳加工され、加工後
の画像データが投影画像駆動部１３へ送られる。
【００２１】
　投影画像駆動部１３は、送られてきた画像信号に応じて、所定のフォーマットに従った
フレームレート、例えば６０［フレーム／秒］と色成分の分割数、及び表示階調数を乗算
した、より高速な時分割駆動により、空間的光変調素子であるマイクロミラー素子１４を
表示駆動する。



(6) JP 5625675 B2 2014.11.19

10

20

30

40

50

【００２２】
　このマイクロミラー素子１４は、アレイ状に配列された複数、例えばＷＸＧＡ（Ｗｉｄ
ｅ　ｅＸｔｅｎｄｅｄ　Ｇｒａｐｈｉｃ　Ａｒｒａｙ）（横１２８０画素×縦８００画素
）分の微小ミラーの各傾斜角度を個々に高速でオン／オフ動作して表示動作することで、
その反射光により光像を形成する。
【００２３】
　一方で、光源部１５から時分割でＲ，Ｇ，Ｂの原色光が循環的に出射される。この光源
部１５からの原色光が、ミラー１６で全反射して上記マイクロミラー素子１４に照射され
る。
【００２４】
　そして、マイクロミラー素子１４での反射光で光像が形成され、形成された光像が投影
レンズ部１７を介して、投影対象となる図示しないスクリーンに投影表示される。
【００２５】
　光源部１５は、青色のレーザ光を発するレーザダイオード１８を有する。レーザダイオ
ード１８の発する青色のレーザ光は、ダイクロイックミラー１９を透過し、カラーホイー
ル２０の周上の１点に照射される。
【００２６】
　このカラーホイール２０は、モータ（Ｍ）２１により回転される。レーザ光が照射され
るカラーホイール２０の周上には、後述するように赤色蛍光反射板２０Ｒ、緑色蛍光反射
板２０Ｇ、及び青色用拡散板２０Ｂが合わせてリング状となるように形成されている。
【００２７】
　図２は、カラーホイール２０及びモータ２１の外観構成を示す斜視図である。赤色蛍光
反射板２０Ｒは、レーザ光が照射されるのとは反対側の図示しない面側がミラー構造とな
り、レーザダイオード１８が発する青色のレーザ光の照射により、塗布されている蛍光体
が赤色光を励起し、励起した赤色光を、レーザ光が照射されてきた方向に反射するように
出射する。
【００２８】
　同様に緑色蛍光反射板２０Ｇは、レーザ光が照射されるのとは反対側の図示しない面側
がミラー構造となり、青色のレーザ光の照射により、塗布されている蛍光体が緑光を励起
し、励起した緑色光を、レーザ光が照射されてきた方向に反射するように出射する。　
　また、残る青色用拡散板２０Ｂは、磨り硝子状の透過部材で構成され、照射された青色
のレーザ光は散乱しながら透過する。
【００２９】
　カラーホイール２０の赤色蛍光反射板２０Ｒまたは緑色蛍光反射板２０Ｇがレーザ光の
照射位置にある場合、レーザ光の照射により赤色光または緑色光が励起される。この励起
された赤色光または緑色光は、カラーホイール２０で反射された後、上記ダイクロイック
ミラー１９でも反射される。　
　その後、この赤色光または緑色光は、ダイクロイックミラー２２を透過した後、上記ミ
ラー１６へ送られる。
【００３０】
　また、カラーホイール２０の青色用拡散板２０Ｂがレーザ光の照射位置にある場合、レ
ーザ光は該拡散板２０Ｂで拡散されながらカラーホイール２０を透過した後、ミラー２３
で全反射される。その後、この青色光は、ミラー２４で反射し、インテグレータ２５で輝
度分布が略均一な光束とされた後に上記ダイクロイックミラー２２で反射されて、上記ミ
ラー１６へ送られる。
【００３１】
　以上の如く、ダイクロイックミラー１９は、青色光を透過する一方で、緑色光及び赤色
光を反射する。反対に上記ダイクロイックミラー２２は、青色光を反射する一方で、緑色
光及び赤色光を透過する。　
　なお、カラーホイール２０の上記レーザ光照射位置に干渉しない近傍位置に、このカラ
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ーホイール２０の温度を検出するための温度センサ２６が設けられる。
【００３２】
　光源部１５のレーザダイオード１８の発光タイミング及び発光強度（駆動電流値）調整
、上記モータ２１によるカラーホイール２０の回転、及び上記温度センサ２６での温度検
出を光源駆動部２７が統括して制御する。光源駆動部２７は、上記投影画像駆動部１３か
ら与えられる画像データのタイミングと、後述するＣＰＵ２８からの指示に応じてレーザ
ダイオード１８、モータ２１、及び温度センサ２６を制御する。
【００３３】
　上記各回路の動作すべてをＣＰＵ２８が制御する。このＣＰＵ２８は、メインメモリ２
９及びプログラムメモリ３０と直接接続される。メインメモリ２９は、ＤＲＡＭで構成さ
れ、ＣＰＵ２８のワークメモリとして機能する。プログラムメモリ３０は、電気的書換可
能な不揮発性メモリで構成され、ＣＰＵ２８が実行する動作プログラムや各種定型データ
、後述する階調変換のためのルックアップテーブル（以下「階調変換テーブル」と称する
）等を記憶する。ＣＰＵ２８は、上記メインメモリ２９及びプログラムメモリ３０を用い
て、このデータプロジェクタ装置１０内の制御動作を実行する。
【００３４】
　上記ＣＰＵ２８は、操作部３１からのキー操作信号に応じて各種投影動作を実行する。
　
　この操作部３１は、データプロジェクタ装置１０の本体に設けられるキー操作部と、こ
のデータプロジェクタ装置１０専用の図示しないリモートコントローラの間で赤外光を受
光するレーザ受光部とを含み、ユーザが本体のキー操作部またはリモートコントローラで
操作したキーに基づくキー操作信号をＣＰＵ２８へ直接出力する。
【００３５】
　上記ＣＰＵ２８はさらに、上記システムバスＳＢを介して音声処理部３２とも接続され
る。音声処理部３２は、ＰＣＭ音源等の音源回路を備え、投影動作時に与えられる音声デ
ータをアナログ化し、スピーカ部３３を駆動して拡声放音させ、あるいは必要によりビー
プ音等を発生させる。
【００３６】
　次に上記実施形態の動作について説明する。　
　なお、上述した如く、マイクロミラー素子１４で表示するための画像を画像変換部１２
が作成し、作成した画像を投影画像駆動部１３がマイクロミラー素子１４で表示し、マイ
クロミラー素子１４での表示に合わせて光源駆動部２７がレーザダイオード１８を発光駆
動するとともに、モータ２１によりカラーホイール２０を同期して回転させる。
【００３７】
　これら画像変換部１２、投影画像駆動部１３、及び光源駆動部２７は、いずれもＣＰＵ
２８の制御の下に動作する。ＣＰＵ２８は、以下に示すマイクロミラー素子１４での表示
階調の処理も含め、プログラムメモリ３０に記憶されている動作プログラムや固定データ
等を読出してメインメモリ２９に展開した上で制御処理を実行する。
【００３８】
　図３は、電源投入直後から実行する、投影動作時の主としてカラーホイール２０の温度
に対応した階調制御に関する処理内容を抽出して示す。
【００３９】
　その処理当初にＣＰＵ２８は、メインメモリ２９内に設定する、階調制御の周期をカウ
ントするタイマの計時動作を開始させる（ステップＳ１０１）。
【００４０】
　次いでＣＰＵ２８は、入力部１１から入力される画像信号に応じたマイクロミラー素子
１４での表示動作、及び光源部１５での発光により投影を実行させる（ステップＳ１０２
）。
【００４１】
　このとき、ＣＰＵ２８がプログラムメモリ３０から読出してメインメモリ２９に記憶さ
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せる赤色（Ｒ）用及び緑色（Ｇ）用の各階調変換テーブルに基づいて、投影画像駆動部１
３はマイクロミラー素子１４で表示するＲ用及びＧ用の画素の各構成画素階調値を決定す
る。
【００４２】
　なお、動作の初期状態でＣＰＵ２８がプログラムメモリ３０から読出し、メインメモリ
２９に記憶させる赤色（Ｒ）用及び緑色（Ｇ）用の各階調変換テーブルはいずれも、カラ
ーホイール２０の赤色蛍光反射板２０Ｒ及び緑色蛍光反射板２０Ｇの熱的影響がないもの
として、入力される階調値に応じたＰＷＭ（パルス幅変調）のための駆動値をそのまま出
力するようなテーブルの記憶内容となっているものとする。
【００４３】
　その後、上記タイマのカウントを更新させる（ステップＳ１０３）。　
　次に、更新したタイマのカウント値が予め設定した階調制御の周期、例えば「６０［秒
］」、を表す値となっているか否かにより、階調制御を行なうタイミングか否かを判断す
る（ステップＳ１０４）。
【００４４】
　ここでまだタイマのカウント値が階調制御の周期を表す値となっておらず、階調制御を
行なうタイミングではないと判断した場合には、上記ステップＳ１０２からの処理に戻り
、以後、ステップＳ１０２～Ｓ１０４の処理を繰返し実行することで、タイマのカウント
値を更新しながら、入力される画像信号に応じた投影動作を続行する。
【００４５】
　そして、タイマのカウント値が階調制御の周期を表す値となると、ＣＰＵ２８は上記ス
テップＳ１０４でそれを判断し、次に光源駆動部２７を介して温度センサ２６により回転
しているカラーホイール２０の温度を検出させる（ステップＳ１０５）。
【００４６】
　ＣＰＵ２８は、この取得したカラーホイール２０の温度値に応じて、まず赤色（Ｒ）画
像をマイクロミラー素子１４で表示させる場合の各画素の階調増幅率を算出する（ステッ
プＳ１０６）。
【００４７】
　図４は、上記カラーホイール２０の温度を横軸とし、発光輝度を縦軸として、本来の各
色の定格輝度ＲＢを１００［％］に揃えた場合の、赤色蛍光反射板２０Ｒに塗布された蛍
光体及び緑色蛍光反射板２０Ｇに塗布された蛍光体の各輝度変化特性を例示する図である
。図中、赤色蛍光反射板２０Ｒでの発光輝度Ｒrbを実線で、緑色蛍光反射板２０Ｇでの発
光輝度Ｇrbを一点鎖線で示す。
【００４８】
　図示する如く、蛍光体の組成により、赤色蛍光反射板２０Ｒに塗布された蛍光体と緑色
蛍光反射板２０Ｇに塗布された蛍光体とでは、温度に対する輝度の低下率「Ｄｒ（ｔ）：
Ｄｇ（ｔ）」が異なる。
【００４９】
　したがってプログラムメモリ３０には、上記各蛍光体の温度に基づいた低下率「Ｄｒ（
ｔ）：Ｄｇ（ｔ）」を考慮して定格輝度と同等になるように階調値を補正する、温度値を
変数として増幅率を求める補正式が予め記憶されているものとする。
【００５０】
　ＣＰＵ２８は、上記したように上記プログラムメモリ３０から読出した、赤色蛍光反射
板２０Ｒに塗布された蛍光体用の補正式により赤色（Ｒ）画像をマイクロミラー素子１４
で表示させる場合の各画素の増幅率を算出すると、その算出結果に基づいて、メインメモ
リ２９に記憶している赤色（Ｒ）用の階調変換テーブルの内容を書き換える（ステップＳ
１０７）。
【００５１】
　図５は、上記階調変換テーブルでの変換内容を特性図化して説明する。横軸が例えば１
０ビットの階調値（０～１０２３）、縦軸が１フィールド期間を「１」としたＰＷＭ駆動
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値を示す。
【００５２】
　シフトを行なわない初期状態の増幅率ＡＰ１（＝１）の実線で示す階調変化Ｉに対して
、変換後は増幅率ＡＰ２（＞１）の破線で示す階調変化IIとなる。変換後は、増幅率を大
きくしたことにより階調値がフル（＝１０２３）に達する以前にＰＷＭ駆動値が最大値の
「１」に達するため、それより大きい階調ではいずれもＰＷＭ駆動値が最大値の「１」と
している。
【００５３】
　このように赤色（Ｒ）画像用の階調変換テーブルの書換えを終了するとＣＰＵ２８は、
上記と同様にして今度は緑色（Ｇ）画像用の階調変換テーブルを書き換えるべく、取得し
たカラーホイール２０の温度値に応じて、緑（Ｇ）画像をマイクロミラー素子１４で表示
させる場合の各画素の階調増幅率を算出する（ステップＳ１０８）。
【００５４】
　そして、算出した階調増幅率に基づいて、メインメモリ２９に記憶している緑色（Ｇ）
用の階調変換テーブルの内容を書き換える（ステップＳ１０９）。
【００５５】
　これ以後、マイクロミラー素子１４で赤色（Ｒ）画像及び緑色（Ｇ）画像を表示する際
に、上記各階調変換テーブルに記憶された内容に従って表示階調が補正されることとなる
。　
　その後、メインメモリ２９に設定したタイマのカウント値をリセットした上で（ステッ
プＳ１１０）、再び上記ステップＳ１０２からの処理に戻る。
【００５６】
　こうして投影動作を実行しながら、一定時間毎にカラーホイール２０での温度に基づい
て、蛍光体の温度変化による影響を受ける赤色（Ｒ）画像及び緑色（Ｇ）画像の表示階調
を補正し、透過光により蛍光体を使用しない青色（Ｂ）画像との色バランスをとる。
【００５７】
　以上詳述した如く本実施形態によれば、レーザダイオード１８の発するビーム光が照射
される赤色蛍光反射板２０Ｒ、緑色蛍光反射板２０Ｇを形成したカラーホイール２０から
の蛍光を光源部１５内に備えるデータプロジェクタ装置１０で、上記蛍光反射板２０Ｒ，
２０Ｇの温度に応じた発光特性の変化を考慮し、概ね正しい色バランスを維持することが
可能となる。
【００５８】
　なお上記実施形態では、１つのカラーホイール２０が２つの蛍光反射板２０Ｒ，２０Ｇ
、すなわち赤色蛍光反射板２０Ｒと緑色蛍光反射板２０Ｇを備えているものとしたが、そ
のような場合に各蛍光体毎の補正を上記プログラムメモリ３０から読出した変換テーブル
を用いて行なうことにより、同様な熱的負荷を受けている状況下であっても各蛍光体の組
成等によってその影響度合が異なる事態に適切に対処して色バランスを概ね良好に維持で
きる。
【００５９】
　加えて上記実施形態では、１つのカラーホイール２０が蛍光反射板２０Ｒ，２０Ｇと、
蛍光体を用いない青色用拡散板２０Ｂとを備えているものとしたが、そのような場合に温
度変化により影響を受ける蛍光体の補正を蛍光体を用いない側に合わせることにより、熱
的負荷の影響を部分的に受ける状況下であっても適切に対処して色バランスを概ね良好に
維持できる。
【００６０】
　さらに上記実施形態では、プログラムメモリ３０に各蛍光体補正駆動用のルックアップ
テーブルである階調変換テーブルを記憶しておき、それをメインメモリ２９に読出した上
で適宜必要により内容を書き換えて階調補正を行なうものとしたので、階調補正の制御が
非常に容易に実現できる。
【００６１】
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　また上記実施形態では説明しなかったが、各色の階調補正をガンマ値を補正することで
実現することもできる。このような補正を行なうことで、各色の階調変化をガンマカーブ
に沿ってきめ細かく自然に表現できるため、より正確な色バランスを維持することが可能
となる。
【００６２】
　なお上記実施形態は、半導体発光素子として１つのレーザダイオードを用いた、ＤＬＰ
（登録商標）方式のデータプロジェクタ装置に適用した場合について説明したが、本発明
はこれに限ることなく、半導体発光素子の種類や数、プロジェクタ方式や蛍光体形成部の
構造等を限定するものではない。
【００６３】
　その他、本発明は上述した実施形態に限定されるものではなく、実施段階ではその要旨
を逸脱しない範囲で種々に変形することが可能である。また、上述した実施形態で実行さ
れる機能は可能な限り適宜組み合わせて実施しても良い。上述した実施形態には種々の段
階が含まれており、開示される複数の構成要件による適宜の組み合せにより種々の発明が
抽出され得る。例えば、実施形態に示される全構成要件からいくつかの構成要件が削除さ
れても、効果が得られるのであれば、この構成要件が削除された構成が発明として抽出さ
れ得る。
【符号の説明】
【００６４】
　１０…データプロジェクタ装置、１１…入力部、１２…画像変換部（スケーラ）、１３
…投影画像駆動部、１４…マイクロミラー素子、１５…光源部、１６…ミラー、１７…投
影レンズ部、１８…レーザダイオード、１９…ダイクロイックミラー、２０…カラーホイ
ール、２０Ｂ…青色用拡散板、２０Ｇ…緑色蛍光反射板、２０Ｒ…赤色蛍光反射板、２１
…モータ（Ｍ）、２２…ダイクロイックミラー、２３，２４…ミラー、２５…インテグレ
ータ、２６…温度センサ、２７…光源駆動部、２８…ＣＰＵ、２９…メインメモリ、３０
…プログラムメモリ、３１…操作部、３２…音声処理部、３３…スピーカ部、ＳＢ…シス
テムバス。



(11) JP 5625675 B2 2014.11.19

【図１】 【図２】

【図３】 【図４】

【図５】



(12) JP 5625675 B2 2014.11.19

10

20

30

40

フロントページの続き

(74)代理人  100084618
            弁理士　村松　貞男
(74)代理人  100103034
            弁理士　野河　信久
(74)代理人  100119976
            弁理士　幸長　保次郎
(74)代理人  100153051
            弁理士　河野　直樹
(74)代理人  100140176
            弁理士　砂川　克
(74)代理人  100101812
            弁理士　勝村　紘
(74)代理人  100124394
            弁理士　佐藤　立志
(74)代理人  100112807
            弁理士　岡田　貴志
(74)代理人  100111073
            弁理士　堀内　美保子
(74)代理人  100134290
            弁理士　竹内　将訓
(74)代理人  100127144
            弁理士　市原　卓三
(74)代理人  100141933
            弁理士　山下　元
(72)発明者  安田　隆志
            東京都羽村市栄町３丁目２番１号　カシオ計算機株式会社羽村技術センター内

    審査官  小野　博之

(56)参考文献  特開２０１１－２２７４６８（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００７－２６４３９４（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－３４１１０５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００４－３５６５７９（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－１２２３８５（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２００９－２７７５１６（ＪＰ，Ａ）　　　
              特開２０１０－１６４８４６（ＪＰ，Ａ）　　　

(58)調査した分野(Int.Cl.，ＤＢ名)
              Ｇ０３Ｂ　　２１／００－２１／１０
              　　　　　　２１／１２－２１／１３
              　　　　　　２１／１３４－２１／３０　　　　
              Ｈ０４Ｎ　　　５／６６－５／７４　　　　


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

